
 
         ２０２３年５月全学環境安全管理室等会議・事故災害報告（要約）  

 

・休業４日以上 

22327I  栄養士（女性：27 歳）；手動扉を開けた際に、顔面（右眼付近）をぶつけ打撲した。（休業１4 日） 

 

・不休業事故･災害 

22320F  教授（男性：42歳）；研究室で書類を整理中に、重い荷物（10ｋｇ以上）を両手で持った際に、右手を机

にぶつけ、小指を骨折した。 

22323F  特任助教（男性：30 歳）；実験器具を運搬中、実験室出入口に多数並んでいた靴を踏んで足を捻り、

中足骨を骨折した。 

22325F  D3 院生（男性：26 歳）；NMR 装置用スピナーにガラス製試料管を挿入したところ、試料管が折れて指

に刺さり、内容物（テトラクロロエタンと溶解したポリエチレン）が傷口にかかった。 

22328F  看護師（女性：2７歳）；備品カートを押していた業者の前方不注意により、カートと衝突して右眼を打

撲した。 

23004F  M2 院生（男性：23 歳）；加熱攪拌装置の上に氷浴を設置して作動させていたところ、水が溢れて装置

内部に侵入。電源を再投入した後、装置の側面に両手を触れた際に感電した。 

23005F  准教授（男性：38 歳）；段ボールを抱えて階段を下りていたところ、最後の１段を踏み外して左足を痛

めた。 
23006F  技術職員（女性：64 歳）；生垣剪定用刈り払い機を片付けるために持ち上げようとしたところ、エンジン

が完全に停止しておらず、刃が動いて左手人差し指と中指に切創を負った。 

23007F  特任専門職員（男性：28 歳）；ステンレス板を手で押さえてボール盤で穴を開けようとしたところ、ドリ

ルとともに板が回転し、左手親指に切創を負った。 

23010F  学部学生 3 年（女性：21 歳）；ガラス細工の学生実習中、ガスバーナーで熱したガラス管を触ってしま

い、右手指にやけどを負った。 

23014F  派遣職員（女性：41歳）；ドアを開ける際に稼働中の掃除ロボットに気を取られ、ドアと床の隙間に左足

中指をはさみ、切創を負った。 

23017F  助教（男性：61 歳）；深海生物採集の漁船の揺れがひどく、甲板に這いつくばって漁獲物の選別作業

をしたところ腰を痛めた。 

23018F  特任研究員（女性：32 歳）；ケージ内の患畜（猫）をなでていたところ、突然あばれて両手の甲を咬ま

れた。 

 
・通勤災害 

22309J  M2 院生（女性：24 歳）；通学時、交差点を自転車で走行中、後輪に自動車が衝突して転倒した。 
 

・ヒヤリハット 

22326H  実験室の酸素濃度警報器が誤動作により発報した。（４か月前には警報機の定期点検を実施してい

た） 

23015H  恒温槽の故障により漏電が発生した。 

 

・その他 

23011S   研究員等（女性：77 歳）；消毒用エタノールを一斗缶から霧吹きに移し替える作業中に、手がすべり 

霧吹きが落下。衝撃で液体が吹き上がり（保護めがねをしていたが）眼に入った。 

23012S   M1 院生（男性：22 歳）；飲酒により酩酊状態となって救急搬送された。 

 

・人的被害なし、設備災害でない機器・施設損傷あり 

22321Nd  乗用草刈り機で作業中、機体を旋回した際に木製支柱と接触し破損させた。 
22324Nd  公用車で林道を走行中、路面残雪によりハンドルをとられ除雪でできた雪の山に衝突。飛び出て



 
いた枝が車体に刺さり、バンパーとウインドウオッツシャー液タンクが破損した。 

23001Nd  水槽用の LED 蛍光灯が消えていたため確認したところ、ショートによってソケット周辺が黒く溶解し

ていた。 
23002Nd   （構外）公用車で駐車場から出る際に、幅の狭い市道に駐車していた車と接触した。 
23016Nd   吊り下げていた紐が切れたため額が落下。ガラス製カバーが破損し飛散した。 
 
・人的被害なし、設備災害でない有害物（臭）流出あり 

23003Nl   100 L の液体窒素容器を運搬中、スロープを登ろうとして容器上部に過度に力を加えたため容器が

転倒。窒素が多少噴出した。 
 
 
 

                             以上 教養学部等環境安全管理室 
 
 
 


